                                                　　　　平成２０年４月３０日
     京都府アーチェリー愛好者　各位
                                                    京都府アーチェリー連盟
                                                    理事長　  石 橋  常 男
安全には安全を重ねて
     先日、兵庫県の高校で身体に係るアーチェリーによる事故が発生しました。           アーチェリーを愛好する貴方におかれましては、当然のことながら、安全には充分留意されて練習をされておられることとは思いますが、このニュースを受けて、下記の要領にて、安全の上に安全を重ねる点検をお願いしたいと思います。
記
     １　行射（弓に矢をつがえる行為も含めて）は、施設内のシューティングライ
　　　 ン（あるいはこれに準ずるもの）上以外では行わないでください。
     ２　行射の際、自身の判断による安全確認だけではなく、周囲にいる者との安
　　　 全確認も充分行ってください。
     ３　弓具調整のために矢をつがえる時は、念には念を入れて安全状態を保って
　　　 行ってください。　
                                                                  　　 以上
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